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蔵
書
印
で
た
ど
る
大
阪
府
立
大
学
図
書
館
小
史

本
稿
は、

大
阪
府
立
大
学
総
合
図
書
館
中
百
舌
鳥
で
講
師
を
務
め
た
展

ひ
も
と

観
と
購
演
「
蔵
書
印
で
た
ど
る
大
阪
府
立
大
学
の
歴
史

ー
資
料
を
繕
く、

資
料
を
伝
え
る
I」
（
平
成
29
年
12
月
21
日）

の
一

部
を、

本
誌
『
百
舌
鳥

国
文
』
へ
の
寄
稿
依
頼
を
受
け
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る。

講
演
に
先
立

ち、
一

日
書
庫
入
庫
を
ご
許
可
い
た
だ
き
披
見
し
得
た
資
料
を
基
と
す
る

小
考
ゆ
え、

調
査
の
至
ら
な
い
点
も
多
々
あ
ろ
う
が
諒
と
さ
れ
た
い。

大
阪
府
立
大
学
と
附
属
図
書
館

ま
ず、

公
立
大
学
法
人
大
阪
府
立
大
学
の
歴
史
と
沿
革
を、

同
学
ホ
ー

↑)
 

ム
ベ
ー
ジ
の
大
学
紹
介
よ
り
引
用
す
る。

「
大
阪
府
立
大
学」

は、
「
大
阪
府
立
大
学」
（
旧）
、
「
大
阪
女
子
大

学」

お
よ
び
「
大
阪
府
立
看
護
大
学」

の
大
阪
府
立
の
3
大
学
を
統

合
・

再
編
し、

新
た
に
設
立
さ
れ
た
「
公
立
大
学
法
人
大
阪
府
立
大

は
じ
め
に

寿

学」

が
設
置
す
る
大
学
で
す。

そ
の
前
身
は
明
治
16
年
設
置
の
獣
医

学
講
習
所
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
す。

「
大
阪
府
立
大
学」
(
IB)

は、

昭
和
24
年
に、

大
阪
府
下
に
あ
っ
た

旧
制
の
7
つ
の
専
門
学
校
が
母
体
と
な
り
「
浪
速
大
学」
（
昭
和
30

年「
大
阪
府
立
大
学」
に
改
称）

と
し
て、

ま
た、
「
大
阪
女
子
大
学」

は
同
じ
く
昭
和
24
年
に、

大
阪
府
女
子
専
門
学
校
を
母
体
に、
「
大

阪
府
立
看
護
大
学
J

は、

戦
前
の
大
阪
府
立
社
会
衛
生
院
以
来
培
わ

れ
て
き
た
医
療
人
材
育
成
の
流
れ
を
受
け
て、

平
成
6
年
に、

そ
れ

ぞ
れ
大
阪
府
に
よ
り
設
置
さ
れ
ま
し
た。

(
2)
 

次
に、

大
阪
府
立
大
学
（
旧）

附
属
図
書
館
の
歴
史
に
つ
い
て、
『
大

(
3)
 

阪
府
立
大
学
附
属
図
書
館
30
周
年
記
念
誌
』

に
よ
っ
て
概
観
す
る。

附
属
図
書
館
は、

昭
和
24
年
4
月
大
学
設
置
と
同
時
に、

母
体
校
（
官

立
大
阪
工
業
専
門
学
校、

官
立
大
阪
青
年
師
範
学
校、

府
立
化
学
工
業

専
門
学
校、

府
立
機
械
工
業
専
門
学
校、

府
立
淀
川
工
業
専
門
学
校、

大
阪
農
業
専
門
学
校、

大
阪
獣
医
畜
産
専
門
学
校）

お
よ
び
府
立
浪
速

蔵
書
印
で
た
ど
る
大
阪
府
立
大
学
図
書
館
小
史

美



高
等
学
校
（
旧
制）

の
図
害
を
品
本
と
し
て
発
足
し
た。
：・
（
略）

母
体
校
か
ら
の
引
継
固
苦
が
主
で
あ
っ
た
関
係
上、

そ
の
保
骨
も
閲
覧

も
お
の
ず
か
ら
関
係
学
部
教
室
で
行
わ
れ、

い
わ
ゆ
る
分
散
配
個
の

や
む
な
き
状
態
で
あ
っ
た。

昭
和
26
年
に
人
り、

堺
市
百
舌
鳥
東
之
町

の
旧
官
立
大
阪
工
業
専
門
学
校
（
現
工
学
部）

内
に
一
部
の
害
籍
と
と

も
に
移
転
し
た。
：・
（
略）
．
．
 昭
和
30
年
3
月
に
至
り、

現
存
の
苫
庫

が
建
設
さ
れ
た
が、

内
部
設
備
は
千
算
の
閲
係
か
ら
昭
和
31、

33、

34

年
嵐
の
3
年
度
に
わ
た
っ
て
設
け
ら
れ、

こ
こ
に
5
庖
の
苫
庫
が
完
成

し、

各
学
部
専
用
の
分
置
固
苦
を
除
く
全
図
占
を
収
容
し
た。

（
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る、

以
下
同
じ。）

府
立
浪
速
祁
等
学
校
は、

昭
和
24
年、

官
立
大
阪
高
等
学
校
と
と
も
に

大
阪
大
学
に
統
合
さ
れ
た
旧
制
商
校
で
あ
る
が、

浪
速
高
等
学
校
（
以

下、
「
浪
高」

と
略
記）

の
蔵
苦
だ
け
は
大
阪
府
立
大
学
（
旧）

の
前

身
・
浪
速
大
学
に
移
管
さ
れ
る
と
い
う
特
殊
な
経
緯
を
も
つ。

後
述
す
る

よ
う
に、

浪
高
蔵
害
の
大
半
は
大
阪
府
立
大
学
に
引
き
継
が
れ
て
い
る。

続
け
て、

前
掲
書
（
因
害
館
30
年
誌）

に
収
ま
る
「
大
阪
府
立
大
学
附

屈
図
書
館
30
周
年
記
念
座
談
会」

よ
り、

当
時
の
状
況
を
ま
と
め
て
お
く。

初
代
因
書
館
長
・
吉
田
消
治
は
浪
高
蔵
出
の
振
り
分
け
に
尽
力
し
た

が、

昭
和
28
年
以
降
も
ま
だ
移
動
の
終
わ
っ
て
い
な
い
因
沓
が
相
当
数

あ
っ
た。

大
阪
大
学
附
属
図
書
館
の
脊
野
氏
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て、

ト

ラ
ッ
ク
で
行
っ
た
り、

本
を
手
に
ぶ
ら
下
げ
た
り
し
て、

十
回
近
く
往
復

し
て
浪
祁
の
旧
蔵
沓
を
迎
ん
だ。

ま
た、

こ
ん
な
本
が
出
て
き
た
と
連
絡

が
あ
る
と、

そ
の
都
度
引
き
取
り
に
行
く。

七
つ
の
母
体
校
蔵
害
と
比
べ

て
も、

浪
麻
の
蔵
四
に
一

番
筋
の
い
い
本
が
あ
り、

特
に
校
籍
・
倫
理

学
・
教
育
学
・
ド
イ
ツ
文
学
の
夜
料
が
秀
で
て
い
た。

「
木
来、

大
学
と
附
屈
図
苫
館
と
は
教
育、

研
究
面
で
機
能
的
に
一

体

化
す
べ
き
も
の
で
あ
る」

と
明
言
さ
れ
て
い
る
よ
う
に、

大
学
図
書
館
の

歴
史
は、

大
学
の
歴
史
と
と
も
に
築
か
れ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

く、

そ
の
蔵
古
形
成
に
も
研
究
と
教
育
が
不
可
分
に
関
わ
っ
て
い
る。

大
阪
府
立
大
学
で
は、

21
世
紀
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
に
「
大
学
史
編
鉦

研
究
所」

を
設
四
（
平
成
20
年
4
月
1
日）

す
る
こ
と
で、

大
学
史
衰
料

の
収
集
・
整
理
と
調
査
研
究
を
推
進
し、

そ
の
成
果
を
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
博

[

5
)
 

物
飴
Web
サ
イ
ト」

等
を
通
し
発
信
す
る
と
い
う
事
業
を
展
開
し
て
い
る。

本
稿
は、

数
度
に
及
ぶ
統
合
・
再
編
に
併
せ
て
そ
の
蔵
因
を
形
成
し
て
き

た
大
阪
府
立
大
学
図
書
館
の
歴
史
を、

蔵
吉
印
と
い
う
視
点
か
ら
振
り
返

る
も
の
で
あ
る。

今
後
の
大
学
史
記
述
の
一

助
と
な
れ
ば
と、

愚
考
す
る。

次
章
で
は、

法
人
化
後
の
大
阪
府
立
大
学
固
否
館
に
つ
き、

そ
の
歴
史

の
一

端
を
証
す
る
蔵
杏
印
や
寄
贈
票
等
を
取
り
上
げ、

時
代
ご
と
の
図
書

受
け
入
れ
の
有
り
様
や
変
遷、

ま
た、

蔵
杏
構
築
の
一
斑
を
考
察
す
る。



蔵
書
印
で
た
ど
る
大
阪
府
立
大
学
固
雹
館
小
史

-

.

 

｀

主な
企

缶叶娑
も
苔』

ff9̀
 

浪
速
高
等
学
校、

七
旧
制
専
門
学
校
か
ら
浪
速

大
学
へ

大
阪
府
立
大
学
図
書
館
蔵
書
に
み
る
蔵
書
印

浪
底
に
よ
る
押
捺
印
で
確
認
で
き
た
の
は、

以
上
の
六
種
0

[
図
3
]

の

う
ち、

右
の

印
影
は
い
わ
ゆ
る
II

は
し
ご
だ
か
II

の
「
高」、

左
は

「
高」

が
用
い
ら
れ
て
い
る
が、

書
体
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
0

[
�
4
]

の

受
入
登
録
印
は
昭
和
2
年
と
5
年
の
捺
印
で、

内
側
の
松
円
以
外
は
形
状

を
踏
襲
す
る
よ
う
に
作
成
さ
れ
て
い
る
（
下
の
印
は、

内
側
松
円
が
緩
や

か
な
波
形）
。

図
害
館
印
の
大
凡
の
傾
向
と
し
て、

新
た
に
印
章
を
作
成
す
る
場
合
は

現
行
の
印
影
に
似
せ
て
作
る
パ
タ
ー
ン
が
多
く、

同
定
作
業
に
は
注
意
が

［図4]「浪速高等学校図白課」（受入登録印）二種



［図7]「浪速大学収蔵図書印」

f

忌
胃
薗

翠
戸
ぶ

［図8]「浪速大学図書」

［図5]「大阪典業専門学校図匹之印」
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［図9)「浪速大学回匹館」
（受入登録印）
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［図10]「大阪府立大学附屈図召館」
（受入登録印）

［図6)「大阪百年師範学校図臼之印」

浪
速
大
学
の
母
体
校
で
あ
る
七
つ
の
旧
制
専
門
学
校
の
う
ち‘
[
偲
5]

す
る。
必
要
で
あ
る。
も
ち
ろ
ん
例
外
も
あ
っ
て、
そ
の
適
例
に
つ
い
て
は
後
掲

属
6]
の
二
校
の
蔵
芯
印
を
探
し
得
た。
前
者
の
押
捺
壺
料
は、
段
成

9
2
4/
D
3
5
/1
 ~
4
)。
銘以
ギ臼
は、

式
撰
『
唐
段
少
卿
酉
陽
雑
俎』
（
油
求
記
号

J

.
 s・
ミ
ル
著
『
功
利
説』
(
1
3
3
.4/
8)。

[
固
l]
＼
[
図
6]
の
印
影
が
あ
る
賓
料
を
引
き
継
い
で
発
足
し
た

浪
速
大
学
図
杏
館
の
用
印
を‘
[
囮
7]
＼
[
脳
9]
に
示
し
た。

な
お‘
[
図
10]
の
受
入
登
録
印
に
「
大
阪
府
立
大
学
附
屈
固
杏

館」
と
あ
る
が、
登
録
番
号
は
[
図
，]
の
「
浪
速
大
学
図
浜
は即」

印
よ
り
三
千
番
ほ
ど
若
く、
し
か
も
日
付
は
同一
の
「
昭
和
27
年

8
月
27
日」
と
な
っ
て
い
る。
浪
速
大
学
が
大
阪
府
立
大
学
に
改

称
し
た
の
は
昭
和
30
年
9
月
1
日、

従
っ
て
実
際
の
登
録
作
業
日

を
遡
っ
て
の
日
付
印
で
あ
る
可
能
性
あ
り0
[
図
10]
の
印
は
複
数

四



蔵
書
印
で
た
ど
る
大
阪
府
立
大
学
図
書
館
小
史

冊
で
確
認
さ
れ 、

当
時
の
整
理
状
況
を
推
察
す
る
上
で
腿
味
深
い

。

ま
た ‘
[
図
6

]

押
捺
の
資
料
に
は
浪
速
大
学
の
印
影
が
な
く 、

大

阪
府
立
大
学
（
旧
）

の
昭
和
55
年
8
月
1
日
付
の
登
録
印
あ
り 、

図
害
移
管
時
か
ら
長
き
に
亘
る
登
録
湘
れ
等
の
状
況
が
あ
っ
た
も

の
か。

〔
図
9
]

の
意
匠
を
基
調
に
学
部
図
書
室
の
受
入
登
録
印
が
作
成

さ
れ
て
い
る
と
思
し
く 、

そ
の
一

部
を
[
図
lI
]

に
掲
げ
た o

い

ず
れ
も
浪
速
大
学
図
書
館
が
「
母
体
校
か
ら
の
引
継
固
書
が
主
で

あ
っ
た
関
係
上 、

そ
の
保
管
も
閲
覧
も
お
の
ず
か
ら
関
係
学
部
教
室
で

行
わ
れ 、

い
わ
ゆ
る
分
散
配
置」
（
前
掲
『
大
阪
府
立
大
学
附
屈
図
甚
館

30
周
年
記
念
誌
』）

で
あ
っ
た
と
い
う 、

創
設
時
を
偲
ば
せ
る
印
影 。

そ

＇ , -~

’ ‘ · 

0
” 

卜r : 

l
. 
’ ‘・ヽ

の
証
左
と
し
て 、

登
録
番
号
の
上
に
「
典」

と
あ
る
一

っ
目
の
印
は 、

[
囮
5]

の
「
大
阪
股
業
専
門
学
校
図
苔
之
印」

の
押
捺
資
料
に
捺
さ
れ

て
い
る 。

二
つ
目
の
「
教」

印
に
は 、

三
つ
目
の
請
求
番
号
印
「
教
育

学
部
1
3
3,
4
2

mi
,
2」

を
併
捺 、

押
捺
質
料
は
中
村
正
直
訳
『
自
由
之
理
』

（
明
治
10
年
3
月） 。

四
つ
目
の
印
「
浪
大
教
義
学
回
書
之
印」

と
五
つ
目

の
印
「
浪
速
大
学
固
書
館

教
殺
405

昭
和
24
年
11
月
11
日
受
入」

は
と
も

に
ベ
ン
サ
ム
著
・

堀
秀
彦
訳
『
道
徳
の
原
理
』

に
押
捺 、

旧
制
商
校
等
の

印
影
な
し 。

本
書
は
昭
和
23
年
2
月
発
行
ゆ
え 、

新
刊
書
で
の
浪
速
大
学

教
挫
部
購
入
図
書
と
わ
か
る 。

叉旅素 /3?書 fそ

ク'-Z
． 

＼
か

五

［図11]浪速大学・学部図書室の印影

（展学部、 教育学部二種、教養部二種）
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［図12]大阪府女子専門学校図書室の印影

： 

[
図
12
]

に
大
阪
府
女
子
専
門
学
校‘

[
図
13
]

に
は
大
阪
女
子
大
学、

そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
印
を
掲
出
し
た。

大
阪
女
子
大
学
の
前
身
で
あ
る
大

阪
府
女
子
専
門
学
校
（
以
下、
「
女
専」

と
略
記）

の
蔵
苫
印
は、

丸
に

「
専」

の
一

文
字
を
刻
ん
だ
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で、

同
校
の
校
詔
を
象
っ

た
デ
ザ
イ
ン
。

大
小
の
サ
イ
ズ
ニ
種
類
を
確
認
で
き
た。

登
録
印
も
二
種

{
【
9
)

類、

印
文
は
い
ず
れ
も
「
大
阪
府
女
子
専
門
学
校
図
書
課」
。

ま
た、
「
女

専
消
印
j

は
訂
正
印
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り、

後
掲
[
図
14
]

の

品呻

村
記
念
文
府」

の
寄
贈
栗
貼
付
賓
料
に
あ
り。

誤
っ
て
捺
し
た
「
石
山
記

(

8
}
 

念
文
廊」

即
を
消
印
し
た
も
の
で
あ
る。

大
阪
女
子
大
学
で
は、

蔵
苫
印
は
「
大
阪
女
子
大
学
図
害」

を
使
用。

二
種
類
の
印
影
は、

旧
字
で
縦
書
き
と
新
字
で
横
書
き
と
い

う
相
違
あ

り。

様
式
の
大
幅
な
変
更
は、

管
見
の
限
り
で
は
例
が
少
な
い。

ま
た、

大
阪
女
子
大
学
の
校
章
は、

女
専
の
校
穿
を
継
承
す
る
意
匠
で、

丸
中
の

上
部
に
「
大
学」

の
文
字
を
あ
し
ら
っ

た
も
の。

賓
料
へ
の
押
捺
例
は
探

で

9
)

し
得
な
か
っ

た
が、

改
装
製
本
の
表
紙
型
押
し
（
金
文
宇）

例
を
あ
げ
て

(

10
)
 

お
く。
「
別
骰」

印
は、

大
阪
府
立
大
学
図
書
館
蔵
「
近
代
文
庫」

の
一

部
資
料
と、

地
下
書
暉
の
一

般
排
架
資
料
で
押
捺
を
確
認
し
た。

大
阪
女

子
大
学
時
代
の
押
捺
と
思
わ
れ
る
が、

女
子
大
図
書
館
が
別
罹
後
に
分
排

大
阪
府
女
子
専
門
学
校
か
ら
大
阪
女
子
大
学
へ

/‘ 
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況屑｀

： 

本
節
で
は 、

大
阪
女
子
大
学
旧
蔵
杏
を
中
心
に 、

個
人
の
寄
贈
者
を
知

る
緑
と
な
る
蔵
古
印
•

寄
贈
梨
等
を
紹
介
す
る 。

①
瀧
村
斐
男
（
瀧
村
記
念
文
附）

文
廊
の
内
容
に
つ
い
て
は 、

西
田
正
宏
氏
に
よ
る
講
演
質
料
「
大
阪
府

立
大
学
の
役
韮
料
庫
の
文
庫
と
蔵
古
印」

か
ら
引
用
す
る 。

瀧
村
記
念
文
廊

大
阪
府
女
子
専
門
学
校
初
代
校
長
滝
村
斐
男
の

寄
贈
宮
（
大
正
十
四
年）

。

そ
の

多
く
は
父
瀧
村
小
太
郎
の
蔵
苦
で

あ
っ

た
と
み
ら
れ
る 。

蔵
害
印
は
瀧
村
記
念
文
廊 。

：

（
略）
·
：

和

本
の
み
が
賞
重
害
廊
に
収
め
ら
れ
る 。

稿
者
が
閲
覧
し
た
地
下
一

般
苫
架
と
和
装
本
コ

ー
ナ
ー

の
図
苫
の
う

ち 、

瀧
村
斐
男
旧
蔵
苫
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
以
下
に
示
す 。

[
図
14
]

の
寄
贈
粟
は
灰
色
の
一

色
刷
だ
が 、

紫
色
の
印
刷
も
確
認
し

た 。

い
ず
れ
も
大
判
で
見
返
し
一

面
に
貼
付 。

在
職
中
の
昭
和
2
年
12
月

20
日
に
急
逝
し
た
瀧
村
斐
男
校
長
の
蔽
苫
を
「

瀧
村
文
庫」

と
し
て
翌
年

1
月
19
日
に
迫
族
か
ら
寄
贈
を
受
け
る 。

た
だ
し ‘

[
図
16
]

に
示
し
た 、

個
人
寄
贈
者
の
片
影

七

を
行
っ

た
の
か 、

大
阪
府
立
大
学
へ
の
統
合
後
に
分
排
さ
れ
た
も
の
か
不

(

H
}
 

明 。

な
お
併
捺
の
番
号
は 、

必
ず
し
も
一

資
料
ご
と
の
付
番
で
は
な
い 。
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［回14]「瀧村記念文庫」（寄贈票）

日

［図16]「寄贈校長」（寄贈印）

※押捺浴料『通俗／美学沿話』（瀧村
斐男牧•、 不老,�1 �(/J： 、 大正4年611
初版、 大IEWI.9月第6版）

翡園

［図15]「瀧村蔵書」

後
年
の
日
付
入
（
「
昭
和
拾
年
四
月
拾
八
日」）

の
図
書
も
存
在
す
る 。

[
図
15]

は 、

瀧
村
斐
男
の
蔵
書
印 。

ま
た ‘

[
圏
17]

に
掲
出
し
た
記

名
は
い
ず
れ
も ‘

[
固
14
]

の
寄
贈
票
が
貼
付
さ
れ
た
衰
料
に
あ
り 。

う

ち 、

中
央
の
墨
害
「

瀧
村
所
用」

が 、

瀧
村
斐
男
の

筆
跡
(
[
囮
15
]

の

押
捺
衰
料
で
あ
る 、

斐
男
自
著
の
『
美
学
思
想
』

へ
の
書
込）

。
「
瀧
村
所

用」

の
右
の
墨
書
「
滝
郁」

は
父
・

瀧
村
小
太
郎
（
鶴
雄）

の
も
の
か 。

色
ヵ

左
の
鉛
箪
苦
き
「
瀧
郁
□
男」

は
不
明 。

綽
れ
村
汁
旧

※
tり
込
臼
科
『
復
悶
／
月
氷
奇
緑』
（
曲
冗＇
馬
琴

杓 、

兎
屎
状り
店 、

明
治
18
年
3
月）

※
t"
込
臼
料
『
災
学
思
想
』

（
瀧
村
娑
男
杵 、

11
進
幽 、

大
正
11
り
12
月）

※
内
込
没
料
『
沿
稽
島
遊
／
炒

想
兵
衛
胡
蝶
物
語
』
（
曲
序

馬
炭＇
杓 、
在
賜
笙 、

明
治
16

り
12
月）

②
山
口
義
應
（
山
口
記
念
文
庫）(

13
}
 

『
大
阪
女
子
大
学
80
年
の
歴
史
』

所
載
の
「
年
表」

に 、

昭
和
6

年
5

月
25
日
「
故
山
口
教
授
記
念
圏
書 、

山
口
文
廊
341
冊
寄
贈
さ
れ
る」

と
あ

り 。

ま
た 、

同
害
・

賓
料
編
「
(
25)

名
筋」

の
「
大
阪
府
女
子
専
門
学

校
教
員
一

覧」

に
よ
り
「
山
口
義
應

発
令
日
大
正
15
.

3
.

31
1

退
職

日
昭
和
6
.

4
.

26」

な
る
人
物
と
推
定
し
た 。

山
口
義
應
は
愛
知
県
生
ま
れ 。

元
・

第
五
高
等
学
校
の
国
語
科
国
文
法

八

［図17]瀧村氏の記名三種
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史

［図18]「山口記念文庫」（寄贈票）

※
押
捺
衣
料
『
111
月
物
語

詳
鮮
』
（
坪
内
孝
行、

共

同
出
版
社、

大
正
10
年

5
月）

(

M
)
 

担
当
教
授 。
『
昭
和
日
本
文
典
教
授
資
料
』
（
東
京
開
成
館 、

昭
和
2

年

11
月）

の
著
害
あ
り 。

瀧
村
斐
男
同
様 、

あ
る
い
は
在
職
中
の
死
去
か 。

[
図
18
]

の
寄
贈
票
に
在
り
し
日
の
悌
を
留
め
る 。

ま
た ‘
[
図
19]

は
寄

贈
栗
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
賓
料
か
ら
採
取
し
た 、

山
口
義
應
の
所
用
印
と

思
し
き
印
影 。

③
大
阪
府
女
子
専
門
学
校
「
図
書
雑
誌
読
害
会」

「
初
代
瀧
村
校
長
ご
造
族
の
方
を
は
じ
め 、

多
数
の
先
生
方
か
ら
の
ご

寄
贈
を
受
け
て
き
た」
（
『
大
阪
女
子
大
学
80
年
の
歴
史
』
「
固
書
館
小

史」）

そ
の

陰
で 、

図
書
館
の
牧
害
に
貢
献
し
て
き
た
校
友
が
少
な
か
ら

ず
い
た
こ
と
も
記
憶
に
留
め
て
お
き
た
い

。

そ
の
一

例
と
し
て ‘

[
図
20
]

の
印
影
を
紹
介
す
る 。

(

15
)
 

「
図
書
雑
誌
読
害
会」

印
は 、
「
近
代
文
庫」

中
に
三
顆
確
認
で
き
た 。

［図19]「山口J

九

「
寄
贈

昭
和
五
年
五
月
十
五
日

女
専
読
害
会」

あ
る
い
は
「
寄
贈

昭
和

二
十
六
年
三
月
三
十
一

日

読
書
会」

が
併
捺
さ
れ
て
お
り 、

い
ず
れ
に

も
「
大
阪
府
女
子
専
門
学
校

寄
贈

図
害
課」

の
登
録
印
(
[
図
12
]

の
七
つ
目
の
印
影
参
照）

あ
り 。

新
制
の
大
阪
女
子
大
学
が
発
足
す
る
の

は
昭
和
24
年
4
月
1
日
で 、

女
専
は
併
置
と
い
う
形
で
あ
っ

た 。

在
校
生

を
全
て
送
り
出
し
た
女
専
は 、

昭
和
26
年
4
月
1
日
廃
止 。

同
年
3
月
31

日
の
日
付
を
も
つ
読
害
会
寄
贈
印
と
「
大
阪
府
女
子
専
門
学
校
因
害
課」

の
捺
印
は 、

学
校
の
変
遷
と
歩
み
を
と
も
に
し
た
女
専
図
害
室
が
そ
の
役

割
を
閉
じ
る
最
後
の
瞬
間
を
刻
ん
だ
も
の
と
も
見
え
る 。

寄
丁
忙
忙
げ
h
じ

EJ

賠

て
犀

枕

手

令

［図20)「図匹雑誌読苔会」と寄贈印二種



大
阪
府
立
大
学
囮
書
館
に
は、

鈴
卸
た
る
賀
重
書
や
名
だ
た
る
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り、

こ
れ
ま
で
幾
度
も
調
査
研
究
の
対
象
と
な

り、

展
観
等
で
紹
介
が
重
ね
ら
れ
て
き
た。

木
稿
で
は、

そ
れ
と
は
異
な

る
一

般
害
架
の
賓
料
を
中
心
に
と
り
あ
げ、

図
書
館
に
よ
る
蔵
苔
印
•

寄

贈
票
等
に
着
目
し
て、

因
害
館
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
き
た。

大
阪
府
立

大
学
（
旧）

と
大
阪
府
立
看
護
大
学
の
蔵
印
に
閑
し
て
は
筆
が
及
ば
ず、

加
え
て、

取
り
上
げ
た
印
影
の
押
捺
浴
料
の
過
半
に
つ
い
て
も
困
誌
注
記

を
省
略
し
た
こ
と
は
甚
だ
迎
憾
で
は
あ
る
が、

一

般
害
の
蔵
書
印
に
照
明

を
当
て
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
情
報
の
有
用
性
は、

検
証
し
得
た
と
思
う。

自
館
の
蔵
甚
印
の
歴
史
を
ま
と
め
る
動
き
は、

い
く
つ
か
の
図
書
館
で

(

16
-

み
ら
れ
る
が、

全
国
に
散
在
す
る
各
種
図
苫
館
の
総
数
を
思
え
ば、

い
ま

だ
少
数
で
あ
ろ
う。

大
阪
府
立
大
学
図
四
館
に
も、

蔵
苫
印
一

覧
を
掲
載

し
た
賓
料
は
な
か
っ
た。

大
阪
府
立
大
学
は、

大
阪
市
立
大
学
と
の
迎
営
法
人
統
合
を
二
0
一

九

年
に
迎
え
る。

そ
の
図
書
館
も、

組
織
を
拡
充
し
更
に
発
展
し
続
け
る
で

あ
ろ
う
未
来
を
言
祝
ぎ
つ
つ、

統
合
・

再
編
を
続
け
る
因
苦
館
蔵
書
印
の

歴
史
を
ま
と
め
今
後
の
研
究
調
査
の
基
礎
資
料
と
さ
れ
る
こ
と
を、

期
待

し
て
止
ま
な
い。

お
わ
り
に

［図21)「旧浪速高等学校図害引継目録」表紙

最
後
に、

『
大
阪
府
立
大
学
附
屈
図
苫
館
30
周
年
記
念
誌
』

よ
り、

固

書
館
の
貢
務
を
綴
っ

た
く
だ
り
を
引
用
し、

代
々
、

図
苦
館
事
務
室
で
保

倍
さ
れ
て
き
た
「
旧
浪
速
古回
等
学
校
図
苔
引
継
目
録」

る。

の

書
影
を
掲
げ

い
う
ま
で
も
な
く、

附
屈
図
古
館
は
大
学
に
と
っ
て
欠
く
べ

か
ら
ざ

る
存
在
で
あ
り、

図
杏
館
の
充
実
は、

そ
の
ま
ま
大
学
全
体
の
充
実

に
つ
な
が
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る。

し
た
が
っ

1

0
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て 、

大
学
図
害
館
は
施
設 、

枯
報
収
集 、

参
考
業
務
等
各
般
に
わ

た
っ
て 、

常
に
改
善
を
加
え 、

図
害
館
機
能
の
充
実
と
拡大
に
努
力

＂
 ． ．
 しa鴫＂

［図22]同上綴じ込み用箋 ※左枠参照

す
る
必
要
が
あ
る 。
こ
の
意
味
で
は 、
大
学
附
屈
図
害
館
の
歴
史
は

そ
れ
自
体
の
改
善
の
歴
史
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

こ
れ
ら
の
言
葉
の
重
み
に
よ
っ
て 、

因
苫
館
の
歴
史
は
築
か
れ
て
あ

る 。併
せ
て 、
「
旧
浪
速
高
等
学
校
図
苫
引
継
目
録」
の
表
紙
に
記
さ
れ
た

「
保
存
年
限

永
久
年」 、
ま
た 、

眉
頭
に
綴
じ
込
ま
れ
た
用
箋
に
あ
る

「
こ
れ
が
管
理
に
関
し
て
迫
憾
の
な
い
よ
う
せ
ら
れ
た
い」
と
の
文
言
が 、

大
阪
府
立
大
学
図
翡
館
に
脈
脈
と
生
き
続
け
て
い
る
こ
と
を
知
り 、

来
る

二
0一
九
年
以
降
の
図
害
館
構
想
を
思
い
描
き
つ
つ 、
小
稿
を
閉
じ
る 。

（

汁
）(

l)
http"//www .osaka
fu,u .ac .Jpiin
fo/outlme
/histo
ry/
参
照 。

(
2)
怯
人
化
後
の
大
阪
府＇立
大
学
と
に
別
す
る
た
め
「
旧」
を
付
す 、
以
下
同

じ 。

(
3)
大
阪
府
立
大
学
附
屈
図
内
館
糾
集•
発
行 、
昭
和
55
年
12
月 。

(
4)
国
文
学
研
究
怜
料
館
に
よ
る
人
阪
大
学
附
駈
図
料
館，
111
制
邸
校
蔵じぃ
等

の
別
附
和
装
本
訓
杏

421
点
中 、
約
180
点
に
「
大
阪
邸
等
学
校
図ドり」
印

が
確
認
で
き
た 。
一
Jj ‘
浪
閻
蔵れ
品
因以
見
ら
れ
な
か
っ
た 。
大
阪
大
学

附
屈
図µぃ
館•
In
雙＂阿
校
蔵µぃ
笠
の
ほ
誌
梢
報
は 、
山
文
学
研
究
匹
科
館

「
近
代µぃ
誌・
近
代
訓
像
デ
ー
タ
ベ
ー

ス」
http://baseI .nijl.ac .jp/~kindai/

bunrui
 1/0SQK .html
で
確
認
川 ‘

(
5)
hnp://w\'
迄 .
museum .osaka
fu,u .ac .jp/
参
照 。

（

g
[
図
22]
の
打
料
記
載
の
H
付
と
合
致
す
る 。

(
7)

『
大
阪
女
了
大
学
80
年
の
歴
史』
(
80
年
史
編
仏
委
只
会
編
邸 、
大
阪
女
子



大
学、
平
成
17
年
3
月）
の
「
IV
図
g
館
小
史」
に、
以
下
の
記
述
あ
り。

大
阪
府
女
子
専
門
学
校
で
は
独
i

足皿
設
と
し
て
の
図
咎
館
は
な
く
図

µ兄土
で
あ
っ
た
C

そ
の
運
営
部
署
と
し
て
図
芯
課
が
附
か
れ、

初
代

図
平ぃ
課
長
に
魚
澄
惣
五
郎
教
授
が
任
命
さ
れ
た。

職
員
は
れ
ば北
2
名

と
給
仕
ー
名
で
あ
っ
た。

そ
の
形
態
は
大
学
に
改
組
さ
れ
る
ま
で
絞

、

•

J

O

し

t

[
図
4]
の
受
入
登
録
印
が
「
浪
速
高
等
学
校
図
丙
課」
と
あ
る
の
も、

傍
線
部
と
同
じ
状
況
に
よ
る
と
推
察
さ
れ
る。

(
8)

大
阪
府
女
子
専
門
学
校
教
授
で
あ
っ
た
石
山
徹
郎
の
寄
賠
凸。

在
職
期
問

は
大
正
13
年
4
月
21
日
＼
昭
和
18
年
11
月
17
日
（
注
(
7)

参
照）。

(
9)

大
阪
府
立
大
学
図
苔
館
職
員
の
長
谷
川
真
奈
美
氏
・
室
山
恭
子
氏
な
ら
び

に
同
大
学
教
授
の
西
田
正
宏
氏
に
よ
れ
ば、

打
科
押
捺
例
あ
り
と
の
こ
と。

(
10)

大
阪
女
子
大
学
旧
蔵
の
「
近
代
文
庫
j

に
つ
い
て
は、

人
阪
府
立
大
学

図
pぃ
館
の
サ
イ
ト
内
「
投
重
図
占」
http://
w
w
w.
osaka
fu'u.
ac.jp/libr
ary/

collectio
n/
rare/
に、

以
下
の
紹
介
あ
り。

近
代
文
庫

明
治
初
期
か
ら
大
正、

昭
和
初
期
に
か
け
て
の
詩
歌、

小
説、

戯
曲、

評
論
等
の
初
出
誌、

初
刊
本
を
主
に
約
400
点
の
文
献

を
収
蔵
し
て
い
ま
す。

中
で
も
明
治
か
ら
大
正
の
詩
歌
集
は
充
実
し

て
お
り、

日
本
近
代
詩
研
究
卜
き
わ
め
て
軍
要
な
n
レ
ク
シ
ョ
ン
で

I

O

 

す

(
11)
「
323
別
四」

印
が
押
さ
れ
て
い
る
沢
料
を．
二
点、
「
近
代
文
庫」
で
確
忍

し
得
た。
『
俳
諧
大
要』
（
請
求
記
号

91
1.
3

/T,
3)、
『
四
年
間』
(
9
1
1.
3/

T,7)、
『
う
ま
の
森』
(
9
1
1.
3
6

/f
A,
6)。
い
ず
れ
に
も
「
エ
ハ
ラ
文
廊」

の
杏
印
あ
り。

[
図
24]
頴
原
退
蔵
寄
贈
印ー

「
エ
ハ
ラ
文
府」

印
は、
「
近
代
文
匝」

所
蔽
夜
料
以
外
に
も

一
般
芯

別
骰」

等
の
印
を
併
捺。
「
近
代
文
応」

8
 

別
附」
「
2

，

 

「

l3

3

 

架
で
確
認
で
き

分
は、

俳
諧
関
係
芯
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら、

穎
廊
退
蔵
と
の
閑
係

を
想
起
し
た
が、

確
址
に
は
至
っ
て
い
な
い。

参
考
ま
で
に、

大
阪
女
子

大
学
In
蔵
芯
に
押
捺
さ
れ
た
祐
原
退
蔵
寄
賠
印
（
昭
和
32
年
2
月
7
日

付）
を
掲
出
し
た
（
こ
の
他
に
も、

同
年
3
月
M
日
付
を
確
認、

両
化口
と

も
に
「
エ
ハ
ラ
文
血」
印
な
し）。

現
在、
「
穎
原
文
庫」
が
ど
の
よ
う
に

分
散
し
て
い
る
か
は、

次
の
文
邸
を
参
照。

故
穎
原
退
蔽
氏
(
1
8
9
4
,
1
9
1
8)

の
収
集
さ
れ
た
蔵
芯
は
多
数
あ
っ
た

が、

そ
の
う
ち
現
代
じ
品切
2•
4
0
0

冊
が
昭
和
26
年
閲
西
大
学
に
誼
ら
れ

た。な
お、

古
典
は
京
都
大
学
文
学
部
に、

雑
誌
類
は、

大
阪
大
労
に
収

蔵
せ
ら
れ
て
い
る。(『

ItJ
西
大
学
所
祓

牛
田
文
匝
．
粕
原
文
庫
日
録』）

(
12)

注
(
7)
の
「
年
表」
に
よ
る。

(
13)

社
(
7)

参
照
c

(
M)
「
同
立
公
文
苫
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
プ」

所
載
の
文
苫
「
第
五
裔
節
学

校
教
授
山
い
義
応
外
ー
四
名
召
集
免
除
認
可
ノ
件」
（
大
ie
12
年
3
月
26

日）

参
照。

h
 ttps
 :/
 /w
w
w.
 digital.
archi
ves.
 go.j
 p/das/
meta/
M
 0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
2
6
6
3
0
4
 

ま
た、
「
第
五
商
等
学
校
教
授
山
U
義
応
外
十
三
名
任
命
並
更
任
ノ
件
J

[
図
23]
「
エ
ハ
ラ
文
庫」

工

＾

文

庫

-
7



蔵
害
印
で
た
ど
る
大
阪
府
立
大
学
図
書
館
小
史

（
大
正
15
年
3
月
31
日
施
行）
に
あ
る
「
公
立
専
門
学
校
教
授
二
任
ス」

が、
大
阪
府
女
子
専
門
学
校
と
知
れ
る。

https://
w
ww.digital.archives.go.jp/d
as/
me

ta/M0000000000003066326
 

(
15)
押
捺
賓
料
は、
芥
JII
龍
之
介
『
支
那
滸
記』
（
改
造
社、
大
正
14
年
11

月）、
武
者
小
路
実
焦
『
愛
慾』
（
改
造
社、
昭
和
2
年
3
月
第
25
版）、

山
本
有
三
『
西
郷
と
大
久
保』
（
改
造
社、
昭
和
2
年
10
月）。
文
献
肉
料

調
査
81
件
中
の
3
点
ゆ
え、
今
後
の
調
査
に
よ
り
さ
ら
な
る
情
報
の
発
見

と
集
栢
が
期
待
さ
れ
る。

(
16)
例
え
ば、
web
-Y
で
確
認
で
き
る
だ
け
で
も、
以
下
の
よ
う
な
サ
イ
ト
が

あ
る。

国
立
国
会
図
苦
館

百p://

www.ndl.
go.jp/jp/aboutus/outline
/histo
ry/seal,

html
 

国
立
公
文
苔
館
http://
w
ww.
archives.
go.jp/naj
ーne
ws/10/s
落ial.ht
ml

岡
山
県
立
図
む
館

http:/
 /w
w
w.
 Ii
 bnet.
 pre
 f.okaya
ma.j
 p/service/kyodo/
m
 akane
we
 b/

m
巴
ge08.
htm

東
京
大
学
農
学
生
命
科
学
図
内
館

http://

www.lib,a,
u,to
kyo.ac.jp/50t
h/o
wnersh
ipsta
mp.
ht
ml
 

愛
知
教
育
大
学
附
屈
図
苦
館

http://
w
ww.auelib.aichi,edu.ac.jp
/boo
k/index.h
tml

http://
w
ww.auelib.aichi,edu.ac.jp/boo
k/nu
m2.html
 

殿
應
義
熟
図
苔
館・
鹿
應
義
塾
幼
稚
舎

http
 ://
w
w
w.
 mita.
 Ii
 b.
keio,
 ac.j
 p/exhi
 bi
 ti on/j
 7 al
 iqOOOOOOOrzy,att/
 

al510035028628•pdf
 

ま
た、
大
学
史
に
お
い
て、
図
芯
館
歴
代
の
蔵
占
印
が
掲
出
さ
れ
て

い
る
例
も
あ
る。
北
涌
道
大
学
編
著
『
北
大
百
年
史』
（
ぎ
ょ
う
せ
い、

一
九
八
0
1
一
九
八
二）
の
部
局
史
http"//eprints.lib.
hokudai.ac.jp/

（
あ
お
た

す
み•
国
文
学
研
究
佼
料
館、
総
合
研
究
大
学
院
大
学・
准
教
授）

dspace/100,bu
kyo
ku.jsp
中_‘
附四肱
図屯百綜g
の
背＋
で
蔵
苫m
立ハ
睦
5

の
印
影

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
岡
田一
祐
氏
の
ご
教
示
に
よ
る）。

い
ず
れ
も
原
稿
執
筆
時
（
二
01
八
年
二
月）

＊
本
稿
で
引
用
し
た
g
名
は、

の
確
認
に
拠
る。

＊
本
稿
で
掲
載
し
た
印
影
は、
誌
面
で
の
見
や
す
さ
を
俊
先
し
て
適
宜
拡
大・

縮
小
を
お
こ
な
っ
て
い
る。
従
っ
て、
そ
の
比
率
に
つ
い
て
は一
定
で
は
な

、

。

l
>

 

〈
付
記〉本

稿
を
な
す
に
あ
た
り、
衣
料
検
索
と
閲
党
の
件
で
大
阪
府
立
大
学
学
術
情

報
セ
ン
タ
ー
（
学
術
佑
報
室）
の
長
谷
川
真
奈
美
氏
な
ら
び
に
室
山
恭
子
氏
に

お
世
話
に
な
っ
た。
本
稿
の
元
と
な
る
講
浪
当
日
に
は、
司
会
の
西
田
正
宏
教

授
か
ら
貨
重
な
ご
教
示
を
賜
っ
た。
ま
た、
掲
載
し
た
画
像
は
全
て、
大
阪
府

立
大
学
総
合
固
苫
館
中
百
舌
底
所
蔵
で
あ
り、
撮
影
お
よ
び
掲
載
許
可
を
同
館

よ
り
故
い
た。
各
位
に
あ
ら
た
め
て
謝
意
を
表
す
る。


